
市立高等学校・専門学校改革について 
 

令和３年（2021年）８月２６日 

学校改革推進課 

 

令和３年（2021年）６月に策定した、市立高等学校・専門学校改革基本計画（千原台高等学校・

総合ビジネス専門学校編）に基づく、教育課程編成等の検討状況について以下のとおり報告しま

す。 

 

Ⅰ 検討状況の概要 
 
①各校の教育課程編成方針等 
 

 千原台高等学校 総合ビジネス専門学校 

学科名 
情報ビジネス探究科（仮称） 

スポーツ探究科（仮称） 
ベンチャービジネス科（仮称） 

教育理念 

情報やビジネス、スポーツに関する高

い専門性を有するスペシャリストを育

成する 

起業家育成を柱に、新たな時代に対応

したビジネス教育を行う学校 

 

教育課程 

編成方針 

・必履修科目を含めた全ての科目にお

いて、探究的な学習を推進する。 
 
・将来、社会に貢献できる人材育成を

目指し、専門科目、探究学習を充実さ

せる。 
 
・選択科目を開設することで多様な生

徒のニーズに応える。 

・起業家教育を柱に現在の教育内容を

充実させた科目を開設する。 
 
・起業する際に必要な法令等の知識を

修得できる科目を開設する。 
 
・資格取得に対応した選択科目を開設

することで、企業への就職を希望す

る生徒のニーズに応える。 

教育課程(案) 

【概要】 

・情報ビジネス探究科（仮称）では専門

科目を必修で 31 単位、選択で 2 単

位、またスポーツ探究科（仮称）では

専門科目を必修で 26 単位開設する

ことで、高度な専門教育を行う。 
 
・大学等外部機関と連携し、協力を得

ながら探究の基礎から学び、社会貢

献・自己実現につなげるために学校

設定科目「探究Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」を開設す

る。 

 
 

・教育内容を起業家育成関連科目、ビ

ジネス実践科目の２つの学修区分に

設定し、学科全体をとおして起業家

教育に取り組む。 
 
・熊本の地域産業や芸術・伝統文化の

特徴など、熊本でビジネスを起こす

うえでの基礎となる科目を開設す

る。 
 
・市役所の担当部局や商工会議所等の

産業界と連携したビジネスプラン考

案学修を実施する。 

※開設予定科目等の詳細は、「Ⅱ千原台高等学校 教育課程概要（案）」及び「Ⅲ総合ビジネス

専門学校 教育課程概要（案）」を参照 

 

 

 

報告１ 
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②事務局と各校の令和３年度協議状況 

 ○市立高等学校・専門学校改革検討会議（関係課長・校長会議） ４回 

 ○教職員を交えた検討部会等 各校９回ずつ 

              （２校合同協議４回、各校個別協議５回ずつ） 

 

③教育課程に関する外部の有識者等からの助言 

 ○熊本学園大学会計専門職大学院准教授 新改 敬英氏 

  総合ビジネス専門学校等における起業家教育に向けた教育課程編成について 

 ○熊本商工会議所 専務理事 坂本 浩氏 

  総合ビジネス専門学校における教育課程編成及び地元産業界との連携について 

 ○立命館大学 教授 柏木 智子氏、荒木 寿友氏 他６名 

  市立高等学校における教育課程編成及び探究的な学びについて 
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Ⅱ 千原台高等学校 教育課程（案）

情報やビジネス、スポーツに関する高い専門性を有するスペシャリストを育成する

１：教育理念

課程 学科 コース 概要 募集定員

全
日
制

普通科

健康スポーツコース
・スポーツに関する科学的な知識に関する学習
・豊かで健康的な社会づくりに貢献できる人材を育成

40名

国際経済コース
・国際社会で活躍する人材育成
・検定試験やコンテストへの参加等、外国語教育に重点

40名

情報科

ＯＡ会計コース
・簿記、会計のスペシャリスト育成
・商業、経済、法律に関する基礎的な知識・技術習得

80名

経営情報コース
・情報処理のスペシャリスト育成
・商業、経済、法律に関する基礎的な知識・技術習得

40名

計 200名

○現行

スポーツ
探究科(仮称)
募集定員
40名

情報ビジネス
探究科(仮称)
募集定員
120名

市役所、大学、地域、
企業等と連携した専門
的、探究的な学習

・それぞれの専門性を生かし、地域の活性化を担う人材の育成

・ビジネスリーダーやローカルリーダーの育成

・起業や個人での発信等に挑戦できる人材の育成

・スポーツの専門人材の育成

２：人材育成の方向性

３：学科の概要や特色

未来の
トップアスリート
ローカルリーダー

を目指す

専門科目を必修で
26単位履修

専門科目を必修で
31単位履修

未来の
ビジネスリーダー
ローカルリーダ

を目指す

スポーツ・福祉関連
の地域企業への就職や

大学等への進学

取得した資格を生かし、
地域企業への就職や
大学等への進学

※通信制課程情報ビジネス探究科（仮称）については、募集定員80名程度で、令和６年度（2024年度）以降の設置に向け検討。

令和５年度設置予定
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４：新教育課程（案）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

１年
現代の
国語
(2)

言語文化
(2)

数学Ⅰ
(2)

公共
(2)

科学と
人間生活
(2)

英語コミュニ
ケーションⅠ
(3)

音楽
Ⅰ
(1)

保健
(1)

体育
(2)

ビジネス
基礎
(2)

簿記
(4)

情報処理
(4)

探究Ⅰ
(2)

L
H
R
(1)

２年
地理総合
(2)

数学Ⅰ
(2)

家庭基礎
(2)

音楽
Ⅰ
(1)

保健
(1)

体育
(2)

論理国語
(3)

英語コミュニ
ケーションⅡ
(3)

ビジネスマ
ネジメント
(2)

ソフトウェア活用
(4)

プログラミング
(3)

コンテンツの
制作と発信

(2)

探究Ⅱ
(2)

３年
歴史総合
(2)

生物基礎
(2)

体育
(3)

論理国語
(3)

数学Ａ
(2)

英語コミュニ
ケーションⅢ
(3)

※商品開発

と流通(2)
※論理・
表現Ⅰ(2)

総合実践
(3)

課題研究
(2)

※マーケ
ティング
(2)

※観光ビジ
ネス(2)

※ネットワーク
活用(3)

※ネットワーク
管理(3)

探究Ⅲ
(2)

情報ビジネス探究科(仮称)

ビジネス探究コース(仮称)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

１年
現代の
国語
(2)

言語文化
(2)

数学Ⅰ
(2)

公共
(2)

科学と
人間生活
(2)

英語コミュニ
ケーションⅠ
(3)

情報Ⅰ
(2)

音楽Ⅰ
(2)

保健
(1)

体育
(3)

※スポーツⅠ(5)
※スポーツⅡ(5)

ス
ポ
ー
ツ

概
論(

1)

探究Ⅰ
(2)

L
H
R
(1)

２年
歴史総合
(2)

地理総合
(2)

数学Ⅰ
(2)

家庭基礎
(2)

保健
(1)

体育
(2)

論理国語
(3)

英語コミュニ
ケーションⅡ
(3)

※スポーツⅠ(6)
※スポーツⅡ(6)

スポーツ
Ⅳ
(2)

ス
ポ
ー
ツ

総
合
演
習(

1)

ス
ポ
ー
ツ

概
論(

1)

探究Ⅱ
(2)

３年
生物基礎
(2)

体育
(2)

※地理探究(4)
※世界史探究(4)
※日本史探究(4)

英語コミュニ
ケーションⅢ
(3)

論理国語
(3)

※スポーツビジネ
スマネジメント

(3)
※数学Ａ(3)

※スポーツⅠ(5)
※スポーツⅡ(5)

スポーツ
Ⅵ
(2)

スポーツ
総合演習
(2)

ス
ポ
ー
ツ

概
論(

1)

探究Ⅲ
(2)

スポーツ探究科(仮称)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

１年
現代の
国語
(2)

言語文化
(2)

数学Ⅰ
(2)

公共
(2)

科学と
人間生活
(2)

英語コミュニ
ケーションⅠ
(3)

音楽
Ⅰ
(1)

保健
(1)

体育
(2)

ビジネス
基礎
(2)

簿記
(4)

情報処理
(4)

探究Ⅰ
(2)

L
H
R
(1)

２年
地理総合
(2)

数学Ⅰ
(2)

家庭基礎
(2)

音楽
Ⅰ
(1)

保健
(1)

体育
(2)

論理国語
(3)

英語コミュニ
ケーションⅡ
(3)

マーケティング
(3)

財務会計Ⅰ
(4)

原価計算
(4)

探究Ⅱ
(2)

３年
歴史総合
(2)

生物基礎
(2)

体育
(3)

論理国語
(3)

数学Ａ
(2)

英語コミュニ
ケーションⅢ
(3)

※商品開発

と流通(2)
※論理・表
現Ⅰ(2)

総合実践
(3)

課題研究
(2)

※ビジネス
コミュニ
ケーション
(2)

※観光ビジ
ネス(2)

※財務会計Ⅱ(3)

※管理会計(3)
探究Ⅲ
(2)

情報探究コース(仮称)

・必履修科目を含めた全ての科目において、探究的な学習を推進する。
・将来、社会に貢献できる人材育成を目指し、専門科目、探究学習を充実させる。
・選択科目を開設することで多様な生徒のニーズに応える。
・情報ビジネス探究科（仮称）では専門科目を必修で31単位、選択で2単位、またスポーツ探究科（仮称）
では専門科目を必修で26単位開設することで、高度な専門教育を行う。

・大学等外部機関と連携し、協力を得ながら探究の基礎から学び、社会貢献・自己実現につなげるために
学校設定科目「探究Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」を開設する。

LHR（3）専門科目(3１)選択（普通・専門）科目(2)普通科目(１４)必履修科目(3４) 探究(6)

LHR（3）専門科目(3１)選択（普通・専門）科目(2)普通科目(１４)必履修科目(3４) 探究(6)

LHR（3）専門科目(26)選択（普通・学校設定）科目(3)普通科目(１6)必履修科目(36) 探究(6)
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５：現在の教育課程

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

１年
国語総合
(4)

現代社会
（2）

数学Ⅰ
(3)

科学と
人間生活
(2)

保健
(1)

体育
(2)

音楽Ⅰ
(2)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ

(3)

ビジネス
基礎
(2)

簿記
(3)

情報処理
(4)

総探
(1)

L
H
R
(1)

２年
世界史A
(2)

家庭基礎
(2)

保健
(1)

体育
(2)

現代文B
(2)

古典A
(2)

数学Ⅱ
(3)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ

(3)
簿記
(3)

ビジネス情報
(5)

プログラミング

(3)
総探
(1)

３年
※日本史A

※地理A
(2)

生物基礎
（2）

体育
(3)

現代文B
(3)

数学Ⅱ
(2)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ

(3)

家庭
基礎
(1)

※数学A
※英語表現Ⅰ
※ビジネス経済

(3)

課題研究
(2)

総合実践
（3）

※マーケ
ティング
※プログ
ラミング
(2)

ビジネス
情報管理
(2)

総探
(1)

情報科

ＯＡ会計コース

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

１年
国語総合
(4)

現代社会
（2）

数学Ⅰ
(5)

科学と
人間生活
(2)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ

(3)
社会と情報

（2）
音楽Ⅰ
(2)

保健
(1)

体育
(3)

※スポーツⅠ
※スポーツⅡ

(3)

ス
ポ
ー
ツ

概
論(

1)

総探
(1)

L
H
R
(1)

２年
世界史A
(2)

※日本史A

※地理A
(2)

生物基礎
（2）

家庭基礎
(2)

保健
(1)

体育
(2)

家庭
基礎
(2)

現代文B
(2)

古典B
(2)

数学Ⅱ
(3)

※数学A
※英語表
現Ⅰ
(2)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ

(3)

※スポーツⅠ
※スポーツⅡ

(3)

ス
ポ
ー
ツ

概
論(

1)

総探
(1)

３年
体育
(2)

現代文B
(3)

古典B
(2)

※世界史B
※日本史B
※地理B
（4）

※倫理・政経
※化学基礎・数学B
※情報処理・音楽Ⅱ

(4)

数学Ⅱ
(2)

※生物
※英語
表現Ⅱ
(2)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ

(3)

スポーツ
総合演習
(2)

※スポーツⅠ
※スポーツⅡ

(3)

ス
ポ
ー
ツ

概
論(

1)

総探
(1)

普通科

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

１年
国語総合
(4)

現代社会
（2）

数学Ⅰ
(3)

科学と
人間生活
(2)

保健
(1)

体育
(2)

音楽Ⅰ
(2)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ

(3)

ビジネス
基礎
(2)

簿記
(5)

情報処理
(2)

総探
(1)

L
H
R
(1)

２年
世界史A
(2)

家庭基礎
(2)

保健
(1)

体育
(2)

現代文B
(2)

古典A
(2)

数学Ⅱ
(3)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ

(3)

ビジネス
実務
(2)

財務会計Ⅰ
(4)

原価計算
(3)

情報処理
(2)

総探
(1)

３年
※日本史A

※地理A
(2)

生物基礎
（2）

体育
(3)

現代文B
(3)

数学Ⅱ
(2)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ

(3)

家庭
基礎
(1)

※数学A
※英語表現Ⅰ
※ビジネス経済

(3)

課題研究
(2)

総合実践
（3）

※マーケ
ティング
※管理
会計
(2)

財務会計Ⅱ

(2)
総探
(1)

経営情報コース

健康スポーツコース

・経営情報コースとＯＡ会計コースでは専門科目を必修で29単位、選択で3単位、また、健康スポーツコース
では専門科目を必修で14単位開設している。

LHR（3）専門科目(29)選択（普通・専門）科目(3)普通科目(１9)必履修科目(33) 総探(3)

LHR（3）専門科目(29)選択（普通・専門）科目(3)普通科目(１9)必履修科目(33) 総探(3)

LHR（3）専門科目(14)普通科目(32)必履修科目(38) 総探(3)
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６：探究Ⅰ，Ⅱ，Ⅲの活動内容

３年間の流れ（例）

目標 「自己実現を図り、社会に貢献できる力を身に付ける。」（例）

1年 2年 3年

探究の基礎を学ぶ 探究の学びを深める 探究の学びを活かす

1学期

2学期

3学期

※ 大学・地域企業・地域・市役所等と連携した学習を行う
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Ⅲ 総合ビジネス専門学校 教育課程（案）

・起業家精神を持ち、社会で長く活躍できる人材の育成

・自らのアイデアを起業につなげ、地域に新たな価値を創造する人材の育成

・熊本の経済や文化を理解し、地域産業への貢献を目指す人材の育成

２：人材育成の方向性

起業家育成を柱に、新たな時代に対応したビジネス教育を行う学校

１：教育理念

課程 学科 募集定員

専門課程

総合ビジネス科（昼間部）
・情報ビジネスコース（36名）
・経理ビジネスコース（17名）
・観光サービスコース（17名）

70名

一般課程 ＯＡ経理科（夜間部） 20名

○現行

３：学科の概要や特色

ベンチャー
ビジネス科(仮称)

募集定員
70名

市役所や商工会議所等
の産業界と連携したビ
ジネスプラン考案学修
及び卒業研究の実施

起業・就職に関わら
ず、専門性を生かし
地域産業に貢献

起業家教育の実施

資格取得につながる
実践的な選択科目を

開設

令和５年度設置予定

7



【昼夜開講制について】
夜間に開設する科目については、開講期間（通年/半期/短期 等）を含め検討中。
基本となる教育課程が概ね確定した後、昼夜開講の仕組み等を提示する予定。

４：新教育課程（案）

※授業時間：50分

科目名

必
履
修

選
択
履
修

ビ
ジ
ネ
ス
実
践
科
目
（

選
択
履
修
）

マネジメント基礎 マネジメント全般（経営戦略・組織・人材）に関する学修

スタートアップ法務・税務・財務Ⅱ 起業するにあたり必要な法務・税務・財務を学修

ドローン活用Ⅰ 初心者向けのドローン活用を学修

動画編集・ネット動画クリエイター ゼロから動画を作り上げるための企画力やシナリオライティングを学修

会計ビジネスゲーム ボードゲームをつかった経理業務の実践演習等を学修

ビジネス英語Ⅰ 初級程度のビジネスに必要な英語を学修

社会人として必要なビジネスマナーを学修

〇

ＥＣサイト運営 ＥＣサイトを運営するのに必要な知識を学修 〇

ビジネスモデル分析 テーマを設定し、実際に市場を調査し分析する学修 〇

スタートアップ法務・税務・財務Ⅰ 起業するにあたり必要な法務・税務・財務を学修 〇

マーケティング 市場調査等の全過程にわたって行う企業活動を学修 〇

基本簿記 日商簿記３級商業簿記程度を学修

ビジネスプランニング演習Ⅱ 市役所や商工会議所等の産業界と連携したビジネスプランの考案を学修 〇

社会人基礎力Ⅰ 社会人として必要な教養及び就職試験対策（面接等）を学修 〇

法務・税務入門 ビジネスや生活に関連する法律や税務を学修 〇

ビジネスプランニング演習Ⅰ 市役所や商工会議所等の産業界と連携したビジネスプランの考案を学修

学修内容

アントレプレナーシップ論 挑戦する心・自立（自律）・主体性を学修 〇

〇

デジタルツール基礎 Ｏfficeなどの基本的な活用法を学修 〇

履修学年

1年

キャリアプランニング 自分のこれまでを振り返るとともにこれからのキャリア構築について学修 〇

熊本地域産業・文化 熊本の地域産業や芸術・伝統文化の特徴や歴史などを学修 〇

〇

〇

観光概論 観光の概念や観光にかかわる人間の行動を理解する学修 〇

情報リテラシー 情報活用能力を学修 〇

社会人基礎力Ⅱ 社会人として必要な教養及び就職試験対策（面接等）を学修 〇

卒業研究 学修した内容をもとに報告書を作成し、発表する学修

〇

スタートアップ研究 起業家による講義や成功・失敗事例の研究を行う学修 〇

情報セキュリティ 情報漏洩の原因やウィルス対策について学修 〇

マーチャンダイジング 繁盛店をつくるための具体的な考え方や方法論を学修 〇

〇

商業簿記 日商簿記２級商業簿記程度を学修 〇

中級者向けのドローン活用を学修 〇

プログラミングⅠ プログラミング言語を学修 〇

〇 〇

プログラミングⅡ プログラミング言語を学修 〇

データサイエンティスト データサイエンスやAIなど先端ITの活用などを学修 〇 〇

日商簿記２級工業簿記程度を学修 〇

サービス業務に対する心構え、応対などの技術を学修

〇

会計実務 会計ソフトの活用法を学修 〇

ホテル概論 ホテル関係を学修 ○ ○

旅行概論 旅行関係を学修 ○ ○

〇

〇

ビジネスコミュニケーション

〇

ドローン活用Ⅱ

2年

外国語 中国語又は韓国語を学修 〇 〇

中級程度のビジネスに必要な英語を学修 〇

〇

ファイナンシャルプランニング基礎 お金に関する知識（資産構築・運用，保険，年金など）を学修 〇

税務会計 税金（所得税や法人税等）について学修

デジタルツール応用 Ｏfficeなどの応用的な活用法を学修 〇 〇

ＩＴパスポート ITに関する基礎的知識を学修

〇

サービス接遇

起
業
家
育
成
関
連
科
目

インターンシップ インターンシップを経験し、業務内容や働くことの理解を深める学修 〇

〇

建設業簿記 実践的な建設業簿記、基礎的な建設業原価計算を学修

〇 〇

簿記演習 日商簿記２級合格のために必要な知識を学修

〇

ビジネス英語Ⅱ

工業簿記

〇

小論文・面接対策 大学編入のための学修 〇

スポーツⅠ コミュニケーションツールとしてのスポーツを学修 〇

スポーツⅡ コミュニケーションツールとしてのスポーツを学修
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５：現在の教育課程

※授業時間：総合ビジネス科60分、ＯＡ経理科50分

情報
ビジネス

経理
ビジネス

観光
サービス

情報
ビジネス

経理
ビジネス

観光
サービス

Ｉ Ｔ 基 礎 4 4 4

Ｉ Ｔ 応 用 3 3

ビ ジ ネ ス 情 報 6

商 業 簿 記 3 5 5 9

ビ ジ ネ ス 実 務 2 2 2

英 語 会 話 2 2 2

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 1 1

熊 本 城 学 1 1 1

総 合 演 習 後２ 後２ 後２

ス ポ ー ツ 1 1 1 1 1 1

Ｉ Ｔ パ ス ポ ー ト 5 5

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 前２

Ｉ Ｔ 活 用 Ⅰ 5

プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ 2

ド ロ ー ン 活 用 2 3

Ｉ Ｔ 活 用 Ⅱ 4

プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅱ 4

工 業 簿 記 4 3

簿 記 演 習 3

経 理 実 務 3

税 務 会 計 2 2

ビ ジ ネ ス 法 務 2

資 産 設 計 3

医 療 事 務 前２

社 会 人 基 礎 1

観 光 学 基 礎 後６

観 光 地 理 5 前６

旅 行 業 法 前２

お も て な し 接 遇 後２

旅 行 業 約 款 Ⅰ 前３

旅行管理者過去問演習 後３

旅 行 業 約 款 Ⅱ 前４

熊 本 観 光 文 化 研 究 後４

旅 行 実 務 Ⅰ 前３/後２

観 光 キ ャ リ ア デ ザ イ ン 後１

旅 行 実 務 Ⅱ 前２

ホ テ ル 総 論 1

宿 泊 実 務 1

料 飲 実 務 1 1

観 光 英 語 2 4

中 国 語 〇２ 〇２

韓 国 語 〇２ 〇２

25 25 25 25 25 25 15合　 計

１年次に全員実施

情
報
ビ
ジ
ネ
ス

経
理
ビ
ジ
ネ
ス

観
光
サ
ー

ビ
ス

インターンシップ

共
通
科
目

科目

〇は選択科目

総合ビジネス科

ＯＡ
経理科

１年 ２年
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Ⅳ 令和３年度の主なスケジュールについて 
 

年 月 内容 

令和３年 ９月 

○市立高校・専門学校との意見交換会 

生徒や教職員との意見交換会（日程調整中） 

○第３回定例会教育市民委員会所管事務報告 

千原台高等学校・総合ビジネス専門学校における教育課程等 

 １１月 
○定例教育委員会会議報告 

千原台高等学校・総合ビジネス専門学校における教育課程等 

 １２月 
○第４回定例会教育市民委員会所管事務報告 

千原台高等学校・総合ビジネス専門学校における教育課程等 

令和４年 １月 
○定例教育委員会会議 

千原台高等学校・総合ビジネス専門学校改革に伴う条例改正 

 ３月 
○第１回定例会 

千原台高等学校・総合ビジネス専門学校改革に伴う条例改正 

  
○定例教育委員会会議 

千原台高等学校・総合ビジネス専門学校改革に伴う規則改正 
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